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1. はじめに

　東海地区の愛知県，岐阜県および三重県に拠点を置く

コンクリート圧送業者から構成される東海地区コンク

リート圧送有限責任事業組合は、コンクリート圧送工事

の安全と品質の確保や環境への配慮を目的として発足さ

れた。本調査は、この東海地区コンクリート圧送有限責

任事業組合の圧送施工に携わっている圧送技能者を対象

として、アンケート調査を実施し、コンクリートポンプ

の施工の実状や直面している課題などを調査することを

目的としている。ここでは、アンケートの調査の概要お

よびコンクリートの圧送性の良否について報告している。

２．アンケート調査の概要

　本アンケート調査は、平成２６年２月から平成２６年

３月に実施した。

2 . 1　調査項目および設問項目

　調査項目および設問項目を表１に示す。調査項目は、

コンクリートポンプの施工における関連事項の「コンク

リートの圧送性」および「閉塞の実状」に大別して、選

択式または自由記述による回答とした。

2.2　アンケートの対象者

　アンケートの対象者は、愛知県，岐阜県および三重県

のコンクリート圧送企業から構成される東海地区コンク

リート圧送有限責任事業組合の圧送技能者（以下、技能

者とする）とした。

2.3　アンケートの回収率

圧送性　圧送業者　アンケート

東海地区

　アンケートの回収率は，東海地区コンクリート圧送有

限責任事業組合の技能者345 名に対して290 名の84.1％

であった。

３．回答者について

　回答者の概要を図１に示す。

（１）経験年数

　回答者の経験年数は、「10 年以上20 年未満」36.9％と

最も多く、経験年数10 年以上の方が約65％を占めた。こ

のことから、コンクリートポンプによる圧送施工の十分

な経験を有している技能者の回答が多いと推察される。

一方で、経験年数10 年未満が24. 2％を占めており、こ

れは、日本コンクリート工学協会（現：日本コンクリー

ト工学会）が2006 ～ 2007 年に実施したアンケート１） に

おける技能者の経験年数10 年未満が2％と比べると、著

しく多い結果となった。

（２）保有資格

　保有資格は、「一級コンクリート圧送施工技能士」が

5 5 . 2％と最も多かった。また、「登録コンクリート圧送

基幹技能者」が 5 7 名であり、全国の登録コンクリート

圧送基幹技能者57 9 名（アンケート実施時点）のうち約

10％が東海地区コンクリート圧送有限責任事業組合の技

能者であることを示している。これより、本調査は、高

所圧送や下向き圧送等の高度な技術を必要とする圧送施

工が可能であり、さらに、建設工事における技術の提

案，施工効率の向上および品質の確保などの知識を有し

た技能者からの回答が多いものと思われる。

４ . 調査結果および考察

（１）1 日の圧送作業中における圧送性について
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図２　１日の圧送作業中における一時的な圧送性
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　1 日の圧送作業中における圧送性の実状を図２に示す。

1 日の圧送作業中に「一時的な圧送性の差異を感じたこ

とがある」が74.1％を占めており、東海地区コンクリー

ト圧送有限責任事業組合の技能者の多くが 1 日の圧送作

業中における一時的な圧送性の差異を感じていることと

なる。

　この要因は、「品質のばらつき」が最も多かった。黒

田ら調査２） によると、目標とするスランプが小さいほ

どばらつきが大きくなる傾向を示すことを報告してい

る。本調査結果から一概には言えないものの、圧送する

コンクリートのスランプが小さいほど、1 日の圧送作業

中における一時的な圧送性の差異を感じる頻度が高くな

ると推測される。

（２）レディーミクストコンクリート工場の違いによる

　　 圧送性

レディーミクストコンクリート工場の違いによる圧送性

の実状を図３に示す。レディーミクストコンクリート工

場の違いによる「圧送性の差異を感じたことがある」が

76.2％を占めており、東海地区コンクリート圧送有限責

任事業組合の技能者の多くがレディーミクストコンク

リート工場の違いによる圧送性の差異を感じている。

　この圧送性の差異を感じる頻度は、圧送する時期に

よって異なり、暑中、標準期、寒中の順で高くなった。

これは、外気温が高いほどスランプが低下しやすくなる

ためと考えられる。また、暑中における圧送性の差異を

感じる頻度は、10 現場中5 回以上、すなわち2 現場中1

回以上の回答が 4 1 . 3 ％を占めており、その頻度の高さ

がうかがえる。

　コンクリートの圧送性が悪い要因は、「骨材の品質の

粗悪」が最も多く、これらは、骨材の粒径，粒度分布お

よび微粒分の過大等の様々な要因が考えられる。さら

に、「単位セメント量の過小」や「細骨材率の過小」等

のレディーミクストコンクリートの調合による要因が続

図２　１日の圧送作業中における圧送性の実状

図３　レディーミクストコンクリート工場の違いに

　　　よる圧送性の実状
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いて多くなった。また、「運搬時間の過大」等の施工現

場の事情による要因も見られた。

４ . まとめ

　本調査で得られた知見を以下に示す。

（１）「登録コンクリート圧送基幹技能士」の資格保有者

　　 が多く、建設工事における技術の提案，施工効率

　　 の向上および品質の確保などの知識を有した技能

　　 者が多い。

（２）１日の作業中における一時的な圧送性の差異を感

　　 じたことがある技能者が多く、この要因は、コン

　　 クリートの「品質のばらつき」が多かった。

（３）レディーミクストコンクリート工場の違いによる

　　 圧送性の差異を感じたことがある技能者が多く、

　　 圧送性が悪い要因は、レディーミクストコンクリー

　　 トの調合による要因と施工現場の事情による要因

　　 の様々な回答が得られた。
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